
情報提供項目一覧 令和7年度 中央動物看護専門学校

ガイドラインの項目 学校が設定する項目 公開内容及び掲載場所

学校の教育・人材育成の目標

〇建学精神
　『人と動物の絆』

〇教育目標
　『動物福祉の精神に立ち動物を慈しむ優しい心を持つ』
　　人と動物のより良い関係づくりを目指し人と動物の両者に対して情熱を傾けられる人材
　『失敗から学ぶ心と方法を知る』
　　試行錯誤を通して、仕事を学ぶ「心」と「方法」を体得できる人材
　『スペシャリストに必要な知識と技術・技能を身に付ける』
　動物看護・動物飼育の知識とスキルを学び、その専門性を広く応用できる人材
　『豊かな人間性とビジネスマナーを兼ね備える』
　生き生きと社会で活躍するために必要な豊かな人間性と飼い主とのより良い人間関係を築く
ためのコミュニケーション能力を兼ね備えた人材

指導計画

〇基本方針
　本校では、所定の年限の課程を通じて、高度な知識と技術・技能を修得し、社会に貢献できる
豊かな人間性を身につけることを最大の目標としている。
　社会は、単に言われた通りに仕事が出来る人間ではなく、与えられた環境の中で何を為すべ
きかを考え、その実現の為に自らの意思で行動できる明るく積極的な人間を求めている。このこ
とは、人から教えてもらうのではなくて、さまざまな体験を通じて事実をつかむ眼、本質を見抜く
力を養い、そして、そこで生ずる問題を自分の問題としてとらえる力を身につけることにより学べ
るものである。実社会で最も必要としている問題解決能力とは、まさにそのことの実践でもあ
る。
　「体験から学ぶ」ことの大切さを理解し、自ら学び、自ら行動することをめざし学生生活が有意
義に送れるよう心がけることを学生に望む。
　特に、学習活動のみならず学校内外の諸活動、仕事経験など、幅広い「体験」から「学ぶ」こと
によって、一人ひとりのアイデンティティを高めていくことを本校の真の狙いとしている。

〇具体的方針
　「やって・見て・考える」
行事体験の中から問題解決の実践により「事実の本質」を身をもって体得し、またPDCAサイク
ルを理解し仕事に活かす手法を学ぶ。

入学者数 動物看護学科5名、動物飼育学科18名、動物美容学科3名(令和7年度)

収容定員 動物看護学科90名、動物飼育学科50名、動物美容学科50名(令和7年度)

在学生数 86名(令和7年度)

カリキュラム概要 HPに掲載(職業実践専門課程認定学科は様式4「授業科目等の概要」)

進級・卒業要件

進 級 ・ 卒 業
（１） 進級・卒業は学校長がこれを認定する。
（２） 進級基準
次の基準を満たした者について進級を認定する。
①
動物看護学科： 1年次終了時点で840時間（30単位）以上の単位を取得した者
動物飼育学科： 1年次終了時点で1110時間（39単位）以上の単位を取得した者
動物美容学科： 1年次終了時点で930時間（33単位）以上の単位を取得した者
動物看護学科： 2年次終了時点で1680時間（60単位）以上の単位を取得した者
② 1年次における必修科目の単位をすべて取得した者
③ 2年次における必修科目の単位をすべて取得した者
（３）卒業基準
次の基準を満たした者について卒業を認定する。
①
動物看護学科： 3年次終了時点で2490時間（89単位）以上の単位を取得した者
動物飼育学科： 2年次終了時点で1950時間（69単位）以上の単位を取得した者
動物美容学科： 2年次終了時点で1800時間（64単位）以上の単位を取得した者
②必修科目の単位をすべて取得した者
※詳細は学生生活の手引きに記載

教職員数 専任教員9名　兼任教員13名　計22名(令和7年度)

組織
学校長、副校長、教務部、広報課・教務事務課、奨学金・教育ローン相談センター、就職指導セ
ンター、生活安全センターなど

教員の専門性
専門学校教職員資格保有者3名
愛玩動物看護師3名
獣医師1名

キャリア教育への取り組み
就職研究の時間を設け、担任・就職指導センターが協力して、就職指導から就職相談、カウン
セリング等をきめ細かく行います。

実習実技等の取組 インターンシップ、校外飼育実習等

就職支援
就職スタートアップ講座・就職総決起大会・ビジネスマナー研修・クラス担任と就職専任スタッフ
の連携

（１）学校の概要、目標及び計画

（２）各学科等の教育

（３）教職員

（４）キャリア教育・実践的職業教育
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学校行事

4月　　入学式・新入生オリエンテーション・就職総決起大会
5月　　体験学習（1年）・学生交流会
6月　　校外飼育実習（動物飼育2年）
7月　　スポーツフェスティバル
8月　　夏季休業開始・授業再開
9月　　合同学園祭・創立記念日・前期授業終了
10月　後期授業開始・前橋まつり
11月　保護者向け授業見学会
12月　国内研修旅行・冬季休業開始
1月　　授業再開・成人の祝い
2月　　教育成果発表会
3月　　フィールドワーク・卒業式・謝恩会・ビフォアスクール

課外活動
地域清掃活動、ボランティア活動、各実行委員（学園祭、スポーツフェスティバル、謝恩会、卒業
アルバム）

中途退学防止
個人面談、クラスアンケートにより担任が学生とコミュニケーションを取り、問題点を発見・改善
できるよう随時対応する

心身の健康 個人面談の実施、保護者と緊密な連絡、学園専属カウンセラーのカウンセリングを受診できる

留学生支援 なし

障がい者支援 個人面談にて対応

金額 HPに掲載

納入時期

1年次校納金・実践教育指導費
　・入学試験合格発表後、30日以内に原則として一括納入（1年分）
2年次以降の校納金・実践教育指導費
　・進級前の1月～2月に案内
学級費
　・金額並びに納入期日は、4月〜5月に案内

経済的支援措置
一人暮らし応援プログラム・通学定期サポートプログラム・通学学割・兄弟姉妹割引制度・推薦
入試・特別入試・AO入試

貸借対照表 HPに掲載

収支計算書 HPに掲載

自己点検・評価表 HPに掲載

学校関係者評価報告書 HPに掲載

学校関係者評価委員名簿 HPに掲載

留学生の受入 なし

外国の学校との交流 なし

（１１）その他 厚生施設の案内 なし

（７）学生納付金・修学支援

（８）学校の財務

（９）学校評価

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境

（６）学生の生活支援
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